

































Improvement of Artistic Expression Class for Early Childhood Education
キーワード：保育内容、美しさ、保育者養成　　　　　　




For the purpose of improving classes, a survey was conducted for students in methods 
for teaching Artistic Expression at nursery school and kindergarten. In this survey, we 
confirmed the students’ understanding of the contents of the study of childcare. As a result, 
I found that the students’ thinking about beauty was limited and I thought that more 
learning was necessary about shape and image. Based on this fact, we clarified the need 
to focus on class improvement so that we can be more conscious of components such as 
























































































































































































































































































































































































第1位 第2位 第3位 第4位 第5位 第6位
楽器を
奏でる 3 7 18 13 11
歌を歌う 1 18 13 6 7 7
身体を
動かす 30 13 8 1
お話し
する 13 9 10 10 6 4
絵を描く 3 4 5 8 13 19
工作する 5 5 9 9 13 11
第1位 第2位 第3位 第4位 第5位 第6位
楽器を
奏でる 3 7 19 10 13
歌を歌う 2 9 14 8 12 7
身体を
動かす 25 15 6 1 2 3
お話し
する 12 15 5 11 3 6
絵を描く 6 4 12 8 11 11









































゜■点と線を遊ぶ 31 19 22 19 24 4 I 10 
■幼児の描画（ロールプレイから） 33 22 21 16 25 6 I 6 
■自然素材のコラージュ 24 14 13 27 22 22 5 I 24 
■うどん粉絵の具演習 40 28 29 15 10 36 2 
■カラーシャボン玉 43 36 28 22 8 2 22 I 3 
■フィンガーペイント 41 31 23 15 23 24 6 I 2 
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ねらいと内容に基づくキーワ ドーを設定し、活動・
指導を展望する教材研究の振り返りから自己評価
を記録するように、配布資料を改善することができ
る。
・  「美しさ」は、幼稚園教育要領などで「領域表現ね
らい（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊か
な感性をもつ。」（文部科学省2017）と掲げられる概
念の一つであり、造形領域の根幹でもある。受講
者の学びがここに至らないことは、大いに反省をし
て残りの授業回で修正をしなければならない。受
講者は「色」については造形としての捉えが更新さ
れているが、「形」と「イメージ」に関して改善点を
有している。それが「美しさ」に関連している可能
性が極めて高く、階調や対比、なども加えた構成
要素を強調して演習を指導することが涵養である。
5．今後の課題
改善点の考察を経て、以下2点の課題を確認する
ことができた。
・ この後で展開する、保育を構想する学習、模擬保
育を通じた保育に必要な技能を身に付けるための
演習に関して、イメージと言葉の結びつきを調査
する必要がある。
・ 造形性の捉え方を徐々に育成し、質を高める必要
が感じられるため、造形性とイメージ、構成要素と
イメージに関する調査が、今後の授業改善に向け
て必要とされるだろう。
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